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ＨＳＢＣアセットマネジメント株式会社 

東京都中央区日本橋3-11-1 ＨＳＢＣビルディング 

≪お問い合わせ先（投信営業本部)≫  

電話番号：03-3548-5690 

（営業日の午前9時～午後5時） 

ホームページ：www.assetmanagement.hsbc.co.jp 

 

  

◎当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

ＨＳＢＣ インド マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主にインド共和国（「インド」）
の株式等に投資することにより、信託財産の中
長期的な成長を目指します。 
S&P/IFC Investable India（円ベース）をベン
チマークとして、中長期的に当該インデックス
を上回る投資成果を目指します。 

主要運用対象 

ＨＳＢＣ イン 
ド  オープン 

ＨＳＢＣ インド マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

ＨＳＢＣ イン 
ド  マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

主にインドの証券取引所に上場
している株式等を投資対象とし
ます。 

組 入 制 限 

ＨＳＢＣ イン 
ド  オープン 

株式への実質投資割合には制限
を設けません。また、外貨建資産
への実質投資割合には制限を設
けません。 

ＨＳＢＣ イン 
ド  マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

株式への投資には制限を設けま
せん。また、外貨建資産への投資
には制限を設けません。 

分 配 方 針 

年１回の決算時（毎年11月29日、休業日の場合
は翌営業日）に、原則として以下の方針に基づ
き、分配を行います。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた
利子・配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準・市況動
向などを勘案して決定します。ただし、分配
対象額が少額の場合等には、分配を行わない
ことがあります。 

③留保益の運用については特に制限を設けず、
委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運
用を行います。 

 

運用報告書（全体版） 
第17期 （決算日 2021年11月29日） 

◎受益者の皆さまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上

げます。 

さて、「ＨＳＢＣ インド オープン」は、2021

年11月29日に第17期の決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願

い申し上げます。 

ＨＳＢＣ インド オープン 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

S  &  P  /  I  F  C 
Investable India 
（ 円 ベ ー ス ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

13期(2017年11月29日) 21,936 250 40.4 50,147 42.1 98.1 － 70,091 

14期(2018年11月29日) 18,713 300 △13.3 46,323 △ 7.6 97.8 － 62,143 

15期(2019年11月29日) 19,167 250 3.8 49,327 6.5 97.6 － 64,208 

16期(2020年11月30日) 17,698 170 △ 6.8 50,146 1.7 96.6 － 59,555 

17期(2021年11月29日) 26,086 300 49.1 76,369 52.3 96.8 － 65,277 
 

（注） 基準価額の期中騰落率は分配金込み。 
（注） ベンチマークは設定日を10,000として指数化しております。（以下同じ。） 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
（注） 当ファンドのマザーファンドの組入資産には、Participatory Note（P-Note）が含まれる場合があります。P-Noteとは、現地国での外

貨投資制限を避けるために、非居住者に対してブローカー（銀行、証券会社等）が発行する未上場証券であり、金融商品取引法第２条
第１項第19号に規定する有価証券「オプションを表示する証券または証書」に分類されます。また、P-Noteは、現地国の特定の株式の
価格に連動するため、「株式組入比率」に含めて表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

S  &  P  /  I  F  C 
I n v e s t a b l e  I n d i a 
（ 円 ベ ー ス ） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年11月30日 17,698 － 50,146 － 96.6 － 

12月末 19,214 8.6 54,056 7.8 97.1 － 

2021年１月末 19,676 11.2 54,970 9.6 97.3 － 

２月末 21,741 22.8 61,026 21.7 97.8 － 

３月末 22,086 24.8 62,627 24.9 98.1 － 

４月末 21,376 20.8 61,991 23.6 97.8 － 

５月末 22,909 29.4 66,559 32.7 97.7 － 

６月末 23,440 32.4 68,026 35.7 97.3 － 

７月末 23,577 33.2 68,091 35.8 97.5 － 

８月末 25,373 43.4 73,431 46.4 96.9 － 

９月末 26,643 50.5 76,945 53.4 98.0 － 

10月末 27,366 54.6 78,447 56.4 98.0 － 

(期  末)       

2021年11月29日 26,386 49.1 76,369 52.3 96.8 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
 
※S&P/IFC Investable Indiaとは、インドの非居住者がインド株式への投資を行うことを前提として、時価総額、流動性や非居住者に対す
る各種投資制限（個別株、業種等）等を考慮し算出された時価総額加重平均インデックスです。当ファンドのベンチマークとしては、同指
数を委託会社が円換算した数値を使用しております。   



品 名：90051_412301_017_05_ＨＳＢＣ インド オープン_891854.docx 

日 時：2022/1/20 16:03:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

○当期の運用状況と今後の運用方針 

基準価額等の推移について（第17期：2020年12月１日～2021年11月29日） 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2020年11月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、Ｓ＆Ｐ／ＩＦＣ Investable India（円ベース）です。 

 

基準価額の主な変動要因 

当期においては、投資対象であるインドの株式市場は大幅に上昇し、基準価額の上昇の主な要因となりまし

た。当期のベンチマークのインドルピー建てでの騰落率は40.3％でした。また、為替においてもインドルピー

が対円で8.5％の上昇となり、株式、為替ともに基準価額の大幅上昇の要因となりました。 

個別銘柄では、組入れた銘柄のほとんどが上昇しました。最も貢献度が大きかったのは、組入上位に維持し

たソフトウェア・サービスのインフォシスで、この銘柄は67.7％の上昇となり、ファンド全体には6.1％分の

リターンの貢献となりました。その他、ICICI銀行の株価は62.1％上昇し、ファンドには4.6％の貢献、エネル

ギーのリライアンス・インダストリーズの株価は38.9％上昇、ファンドには3.3％の貢献など株価が大幅に上

昇し、組入れも高位であったこれらの銘柄などが特に基準価額の上昇に寄与しました。 
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投資環境について 

【株式市況】 

インド株式市場は、期初から2021年２月中旬にかけて上昇傾向となりました。新型コロナウイルスワクチン

の世界的な普及への期待、国内では景気回復への期待などが好材料となりました。その後、５月中旬にかけて

一進一退の動きとなりましたが、５月下旬から10月中旬にかけて上昇基調となりました。インドにおける、ワ

クチン接種の加速、新型コロナウイルスの新規感染者数の大幅な減少、経済活動規制の緩和、景気回復期待な

どが上昇要因となりました。10月下旬以降、期末にかけては軟調な展開となりました。株価に割高感が出てき

たこと、ガソリン価格の高騰に伴う国内消費の落ち込み懸念、南アフリカで発見された新型コロナウイルスの

新たな変異株の出現などが悪材料となりました。 

 

【為替相場】 

インドルピーは対円で、期初から2021年３月下旬までは値を上げる展開となりました。その後、４月中旬に

かけて、国内での新型コロナウイルスの感染急拡大への懸念から下落に転じました。４月下旬から５月下旬に

かけて値を戻す動きとなったものの、10月上旬まで一進一退の展開となりました。10月中旬から11月中旬にか

けて円安の進行などから上昇に転じましたが、新型コロナウイルスの新たな変異株の出現に伴い、投資家のリ

スク回避姿勢が強まり、新興国通貨全般が売られる中、インドルピーも期末にかけて急落しました。 

 

ポートフォリオについて 

＜ＨＳＢＣ インド オープン＞ 

「ＨＳＢＣ インド マザーファンド」への投資を通

じて、主にインドの株式などに投資しました。 

 

＜ＨＳＢＣ インド マザーファンド＞ 

金融、不動産、通信セクターをオーバーウェイトと

しました。他方、生活必需品、公益事業、素材セクター

をアンダーウェイトとしました。 

 

金融については、大手民間銀行に引き続き投資機会

が出現していると判断しました。これらの銀行では、

リテール部門の大幅な成長を背景に今後も市場シェ

アを拡大していくと考えます。特に、ICICI銀行は、継続的にシェアを拡大する中、強固な事業基盤を背景に

低コストにて資金調達が可能な環境下であること、良好なバランスシートを有していることなどから、組入上

位を維持しました。 

不動産においては、インドの住宅需要が上向く中、全般的に大手の不動産開発会社が同セクターで活発化し

ている企業統合の恩恵を受けると判断しました。こうした中、DLFは四半期ごとに好調な契約販売を示してい

ることから、同セクターにて最大の組入比率を維持しました。 

通信では、コーポレート・ガバナンスの改善から、メディア・娯楽業界で映像制作会社のジー・エンターテ

インメント・エンタープライセスの新規組入れを当期において行い、以後オーバーウェイトを維持しました。 

 

一方、生活必需品はバリュエーション面での割高感が嫌気される可能性があること、公益事業は政府による

規制により収益性の低下が否めないことから、各々、アンダーウェイトとしました。さらに、素材は、化学関

連銘柄ではモディ首相が主導する「メイク・イン・インディア（インドでモノづくりを）」政策の恩恵を受け

るものの割高感があることなどから、アンダーウェイトとしました。 
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ベンチマークとの差異について 

当ファンドの当期のベンチマークは52.3％の上昇と

なりました。一方基準価額は、分配金再投資ベースで

49.1％の上昇となり、ベンチマークを3.2％下回りまし

た。当期の総経費率（年率）は3.28％でしたので（P７

ご参照）、ベンチマークとの差異の要因のほぼすべてが

経費となります。当期は投資した銘柄の多くが大きく

上昇する中、一部、利益確定の売却を行い、現地での

キャピタルゲイン課税がかかったことが経費率を押し

上げた要因となりました。銘柄選択における主なプラ

ス要因、マイナス要因は以下のようになります。 

 

＜プラス要因＞ 

オーバーウェイトにしていた上述の不動産のDLFが

好調な決算内容から、また運輸のインディアン・レイ

ルウェイ・ケータリング・アンド・ツーリズム（イン

ターネットを通じた切符販売などに伴い収益性の改

善が期待出来ることから、当期において新規組入れを

行い、以後オーバーウェイトを維持）が新型コロナウ

イルスによる国内の経済規制が緩和されたことから、

さらにヘルスケア機器・サービス業界で国内にて病院

経営を行うアポロ・ホスピタルズ・エンタープライズ（長期的な成長が期待出来ることなどからオーバーウェ

イトを維持）が組織再編を発表したことから、各々、株価の上昇率がベンチマーク指数を大きく上回り、特に

プラス寄与となりました。 

 

＜マイナス要因＞ 

オーバーウェイトにしていたアクシス銀行（堅調なリテール部門を有していることなどからオーバーウェ

イトを維持）は信用コストの上昇に伴い純利益が減少したことなどから、株価の上昇率がベンチマーク指数を

大きく下回ったため、特にマイナスに寄与しました。また、住宅ファイナンス会社のHDFCが設立した民間銀行

のHDFC銀行（国内を網羅する圧倒的な店舗数がプラス材料と判断しオーバーウェイトを維持）はリテール向け

融資に軸足を移したものの、新型コロナウイルスの第２波がリテール部門ひいては商業部門の融資に影響が

及び、株価の上昇率がベンチマーク指数を大きく下回り、大幅なマイナス寄与となりました。さらに、自動車・

自動車部品のマルチ・スズキ（大型SUVセグメントへの参入を表明し、モデルチェンジなどへの積極的な取り

組みを高く評価しオーバーウェイトを維持）が在庫不足にもかかわらず値上げが不十分であったことや販売

コストの増加により市場シェアが低下したことなどから、株価の上昇率がベンチマーク指数を大きく下回っ

たため、顕著なマイナス寄与となりました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、Ｓ＆Ｐ／ＩＦＣ Investable 

India（円ベース）です。 
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分配金について 

当期につきましては、基準価額の水準・市況動向等を勘案し、300円（１万口当たり・税込み）とさせてい

ただきました。 

なお、留保益の運用につきましては特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行

います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第17期 

2020年12月１日～ 
2021年11月29日 

当期分配金 300  

(対基準価額比率) 1.137％ 

 当期の収益 300  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 23,556  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

今後の運用方針 

当社では短期的なインド株式市場の見通しを前向きに見ています。国内での新型コロナウイルスのワクチ

ン接種が急速に進展する中、これまで控えられていたサービス消費への需要の高まりが期待され、これが市場

にとりプラスに働くと考えます。 

インドの拡張的な財政政策を背景とした設備投資の推進や低水準にある資本コスト、また世界経済の成長

などにより、インド経済は中長期的に拡大していくものと考えられます。こうした中、今後、同国の企業業績

の改善も期待され、株式市場も上昇する余地が大いにあると考えます。 

インド株式市場は、短期的には値動きの激しい展開となる可能性はあるものの、中長期的には企業の利益成

長が相場のけん引役になると考えます。 

 

＜ＨＳＢＣ インド オープン＞ 

引き続き、「ＨＳＢＣ インド マザーファンド」への投資を通じて、インドの株式を主要投資対象とし、信

託財産の中長期的な成長を目指します。 

 

＜ＨＳＢＣ インド マザーファンド＞ 

期初においてはセクター別には、大手銀行のリテール部門の成長期待が追い風となる金融、業界再編で恩恵

を受ける不動産、堅調な国内需要を背景にヘルスケアをオーバーウェイトとし、小売価格設定が実質的に政府

の管理下にあるため収益性に影響を及ぼす可能性がある公益およびエネルギー、バリュエーション面で引き

続き割高感がある生活必需品をアンダーウェイトとしています。 

期を通じて引き続き持続的な収益成長性を有しながらバリュエーションに割安感のある銘柄を選別してい

きます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年12月１日～2021年11月29日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 496  2.194  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (297)  (1.316)  委託した資金の運用の対価（運用委託先への報酬が含まれます。） 

 （ 販 売 会 社 ） (173)  (0.768)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 25)  (0.110)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 40   0.179   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 40)  (0.179)   

（c） そ の 他 費 用 244   1.079   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 18)  (0.078)  海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 

 （ そ の 他 ） (225)  (0.998)  振替制度にかかる費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付およ
び届出にかかる費用等 

 合 計 780   3.452    

期中の平均基準価額は、22,591円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するも

のを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） 「(c)その他費用」の「（その他）」には、非居住者のインド株式投資の売買益にかかるキャピタル・ゲイン課税（１万口当たり224円）

を含みます。 
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○売買及び取引の状況 (2020年12月１日～2021年11月29日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＨＳＢＣ インド マザーファンド 2,706,438 11,537,669 7,867,828 32,799,140 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年12月１日～2021年11月29日) 

 

項 目 
当 期 

ＨＳＢＣ インド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 60,036,535千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 67,419,134千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.89   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月１日～2021年11月29日) 

 

＜ＨＳＢＣ インド オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ＨＳＢＣ インド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 2,110 2,011 95.3 25,521 22,167 86.9 

平均保有割合 94.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注）単位未満は切捨て。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは、ザ・
ホンコン・アンド・シャンハイ・バンキング・コーポレイション・リミテッド（東京）です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2021年11月29日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＨＳＢＣ インド マザーファンド 18,261,200 13,099,810 65,535,731 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2021年11月29日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＨＳＢＣ インド マザーファンド 65,535,731 98.0 

コール・ローン等、その他 1,369,714 2.0 

投資信託財産総額 66,905,445 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） ＨＳＢＣ インド マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（69,579,618千円）の投資信託財産総額（69,889,888千円）に

対する比率は99.6％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、

1米ドル=113.77円、1インドルピー=1.53円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年11月29日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 66,905,445,587   

 コール・ローン等 1,224,952,351   

 ＨＳＢＣ インド マザーファンド(評価額) 65,535,731,604   

 未収入金 144,761,632   

(B) 負債 1,628,324,415   

 未払収益分配金 750,718,366   

 未払解約金 144,761,632   

 未払信託報酬 730,700,325   

 未払利息 3,188   

 その他未払費用 2,140,904   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 65,277,121,172   

 元本 25,023,945,554   

 次期繰越損益金 40,253,175,618   

(D) 受益権総口数 25,023,945,554口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 26,086円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は33,651,443,359円、期中追加設定元

本 額 は 4,978,254,828 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

13,605,752,633円です。 

（注） また、１口当たり純資産額は2.6086円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定

する額（元本の欠損）となります。 
 

○損益の状況 (2020年12月１日～2021年11月29日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       884,306   

 支払利息 △       884,306   

(B) 有価証券売買損益 20,980,624,834   

 売買益 26,483,536,598   

 売買損 △ 5,502,911,764   

(C) 信託報酬等 △ 1,434,711,633   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 19,545,028,895   

(E) 前期繰越損益金 △   508,440,079   

(F) 追加信託差損益金 21,967,305,168   

 (配当等相当額) (  40,657,769,684)  

 (売買損益相当額) (△18,690,464,516)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 41,003,893,984   

(H) 収益分配金 △   750,718,366   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 40,253,175,618   

 追加信託差損益金 21,967,305,168   

 (配当等相当額) (  40,662,514,714)  

 (売買損益相当額) (△18,695,209,546)  

 分配準備積立金 18,285,870,450   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（414,337,020

円）、費用控除後の有価証券等損益額（15,310,647,307円）、信

託約款に規定する収益調整金（40,662,514,714円）および分配

準 備 積 立 金 （ 3,311,604,489 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 は

59,699,103,530円（10,000口当たり23,856円）であり、うち

750,718,366円（10,000口当たり300円）を分配金額としており

ます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用指図に係る権限を委託するため

に要する費用として、委託者報酬の中から支弁した額は、

259,859,914円です。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 300円 
 
◇分配金をお支払いする場合：原則として決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始いたします。 

◇分配金を再投資する場合：決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、皆さまの口座に繰り入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

 普通分配金 … 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額普通分配金となります。 

 元本払戻金 … 

（特別分配金） 

 

分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの部分

は普通分配金となります。元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該

元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
 

 

○お知らせ 

商号変更について 

 ＨＳＢＣ投信株式会社は、2021年11月１日付けで、商号を「ＨＳＢＣアセットマネジメント株式会社」に変

更いたしました。 
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